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市ホーム
ページ
37.1％

暮らしのナビブック
（市民便利帳）

32.7％

市役所に
電話をする

27.6％

その他 1.2％
市役所代表メール 0.7％ 未回答 0.7％

広報やちよ
64.2％

市ホーム
ページ
24.9％

やちよ情報
メール 4.3％

やちよ NAVi 2.8％

未回答 0.9％

ツイッター 1.5％
その他 1.4％

手続きなど
必要なとき
だけ見る
33.0％ほとんど

見たことが
ない

17.2％
一度も

見たことがない
25.1％

月１回程度
見ている
14.6％

週１回以上
見ている 9.1％

未回答 1.0％

避難所や
公共施設が

入った地図を
入れてほしい

48.8％

便利帳は
いらない
6.1％

今のままでよい
34.6％

広告が多くても
オールカラーが
よい 5.5％

その他 3.8％
未回答 1.2％
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▼
業
務
内
容　
国
民
健
康
保
険
料
及
び
延
滞
金
の
収
納
、
保
険
料
の
納
付
勧

奨
及
び
納
付
相
談
、
加
入
状
況
や
居
住
状
況
等
の
調
査
な
ど
。
業
務
に
は
、
自

家
用
車
を
使
用
。
対
人
・
対
物
無
制
限
の
任
意
保
険
に
加
入
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す　
▼
資
格　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
の
簡
単
な
入
力
が
で
き
る
普

通
自
動
車
運
転
免
許
所
持
者　
▼
募
集
人
数　
５
人　
▼
任
期　
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
。
以
降
は
条
件
付
き
で
年
度
更
新
と
な
り
ま
す　
▼
勤
務
条
件　
月

平
均
20
日
程
度
。
４
週
９
休(

シ
フ
ト
表
に
よ
る)

。
月
４
日
程
度
の
土
日
勤
務

あ
り
。
年
末
年
始
と
祝
日
は
休
み　
▼
勤
務
時
間　
①
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

②
午
前
10
時
〜
午
後
５
時　
①
②
は
市
が
指
定
し
ま
す
。
休
憩
時
間
60
分　
　

▼
報
酬　
基
本
給
14
万
２
５
０
０
円
／
月
。
通
勤
手
当
３
０
０
０
円
／
月
。
ま

た
、
訪
問
時
の
走
行
距
離
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
37
円
を
支
給
し
ま
す
。
社

会
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保
険
、
公
務
災
害
あ
り　
▼
応
募
方
法　
市
販
の

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
、〒
２
７
６

－８
５
０
１
市
役
所
国
保
年
金
課
へ
郵
送

ま
た
は
持
参
。
３
月
７
日
㈮
必
着
。
応
募
書
類
は
非
公
開
、
返
却
し
ま
せ
ん　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
保
年
金
課
）

第
１
回
定
例
会
は
２
月
21
日
に
開
会
し
ま
し
た

■
３
月
１
日
以
降
の
日
程　
▼
３
月
３
日
㈪
一
般
質
問
、
質
疑　
▼
４
日
㈫
・

５
日
㈬
各
常
任
委
員
会　
▼
７
日
㈮
・
10
日
㈪
〜
12
日
㈬
予
算
審
査
特
別
委
員

会　
▼
20
日
㈭
総
括
審
議　
※
本
会
議
と
各
委
員
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す

■
傍
聴
を
希
望
す
る
人
は　
市
役
所
４
階
議
会
事
務
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
▼
本
会
議　
受
け
付
け
時
間
は
当
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
会
議
終
了
ま

で
で
す
。
傍
聴
席
は
58
席
（
先
着
順
）
で
す　
▼
委
員
会　
受
け
付
け
時
間
は

委
員
会
の
開
会
予
定
時
刻
の
30
分
前
か
ら
会
議
終
了
ま
で
で
す
。
傍
聴
席
は
各

委
員
会
７
席
（
先
着
順
）
で
す
。
※
受
け
付
け
開
始
の
時
点
で
傍
聴
希
望
者
が

７
人
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継　
本
会
議
を
八
千
代
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
生
中

継
し
ま
す
。
通
常
は
会
議
の
翌
日
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
か
ら
録

画
中
継
で
も
見
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局
（
４
８
３
）１
１
５
１

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
事
課
）

国
民
健
康
保
険
料
納
付
相
談
員

募
集

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果
は
基
準
値
以
下

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
炉
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
測
定
結
果
は
次
の
通
り
で
、

い
ず
れ
も
国
の
基
準
値
を
下
回
り
ま
し
た
。

測
定
日

測
定
結
果

基
準
値

１
号
炉
排
ガ
ス

11
月
27
日
０・４
５
ナ
ノ
グ
ラ
ム

５
ナ
ノ
グ
ラ
ム　

3
号
炉
排
ガ
ス

11
月
14
日
０・０
０
０
０
１
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
０・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム

3
炉
混
合
成
形
品
11
月
14
日
０・９
８
ナ
ノ
グ
ラ
ム

３
ナ
ノ
グ
ラ
ム

　
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億
分
の
１
グ
ラ
ム
。
成
形
品
と
は
、
１
〜
３
号
炉
の
飛

灰
を
薬
剤
処
理
セ
メ
ン
ト
固
化
し
た
も
の
で
、
埋
立
処
分
さ
れ
ま
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
４
８
３
）４
５
２
１
へ

　１月１日号で募集した「お年玉付広報アンケート」に、
1,137人から応募がありました。ご協力ありがとうござい
ました。いただいたご意見ご感想は、今後の広報事業の
参考にしていきたいと思います。広報広聴課 483-1151

「電気だから大丈夫」と油断しないで
お年玉付広報アンケートの結果

力を入れてほしい広報手段　　　
１位は「広報やちよ」
　回答者の年代で一番多かったのは、60代で
27.1％、２位が70代20.7％、３位が40代13.3％
でした。30代、50代も10％を超える応募があり、
20～59歳が全体の40.8％、60歳以上が52.7％で
す。性別でみると、女性が61.2％でした。　　
　「Ｑ１．市のことで分からないことがあると
きどのような方法で調べますか」については、
１位が市ホームページで、２位が暮らしのナビ
ブック（市民便利帳）でした。パソコンで調べ
る人が若干多いものの、冊子で調べる人と同じ
くらいの割合であることが分かりました。
　「Ｑ２.市に力を入れてほしい広報手段は」に
ついては、広報やちよが64.2％と多く、２位の
ホームページは24.9％でした。
　「Ｑ３.市ホームページを見ていますか」につ
いては、定期的に見ている人と手続きなど必要
なときだけ見る人を合わせると56.7％でした。
42.3％の人は一度も見たことがないかほとんど
見たことがないと回答しました。　　　　　　
　「Ｑ４.暮らしのナビブック（市民便利帳）」
については、２人に１人が避難所や公共施設が
入った地図を入れてほしいとし、３人に１人は
今のままでよいと回答しました。
◆多く寄せられたご意見

【ホームページが見られない】ホームページ、
メール、ツイッターといわれても見る手段がな
い。わからない。パソコンを前提にしないでほ
しいなどのご意見が寄せられました。広報広聴
課では、広報紙での情報発信を基本とし、ホー
ムページなどはそれを補うものだと考えていま
す。今後も、わかりやすく簡潔な記事を心がけ、
紙面づくりをしてまいります。なお、紙面に限
りがあるため、補足としてホームページなどに
掲載がある旨を記載しています。

【防災無線が聞こえにくい】風向きによって聞
こえない。響きすぎて聞き取れないなどのご意
見が寄せられています。防災無線の放送内容は

自動電話応答サービス 483-3770で確認できま
す。また、市ホームページ、やちよ情報メール、
ツイッターでも内容を確認できます。自動電話
応答サービスにつながりにくいとのご意見もあ
りますので、携帯電話をお持
ちで登録可能な人は、右のＱ
Ｒコードから、やちよ情報メ
ールにご登録ください。

▲

Q
R
コ
ー
ド

▲

湿
気
の
多
い
洗
面
所

　
や
台
所
は
特
に
注
意

Ｑ
１
．
市
の
こ
と
で
分
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
る
と
き
ど
の
よ
う

な
方
法
で
調
べ
ま
す
か

Ｑ
４
．
暮
ら
し
の
ナ
ビ
ブ
ッ
ク

（
市
民
便
利
帳
）
に
つ
い
て

Ｑ
２
．
市
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
広
報
手
段
は

Ｑ
３
．
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見

て
い
ま
す
か

「消すまでは 心の警報 ＯＮのまま」
３月７日㈮まで春季全国火災予防運動

救急車の適正利用にご協力を

■住宅防火「命を守る７つのポイント」
【３つの習慣】 ▼寝たばこは絶対にやめる　

▼ストーブは燃えやすいものから離れた位置
で使う　 ▼ガスこんろなどのそばを離れる時
は、必ず火を消す

【４つの対策】 ▼逃げ遅れを防ぐために、住
宅用火災警報器を設置する　 ▼寝具や衣類か
らの火災を防ぐために、防炎品を使う　 ▼お
年寄りや身体の不自由な人を守るため、隣近
所の協力体制をつくる　 ▼火を小さいうちに
消すために、住宅用消火器を備える

■八千代市の救急出動の現状
　25年の救急車の出動件数は8,445件。過去最
高を記録しました。また、搬送された人の半
数以上が軽症と診断され、その割合は増加す
る一方です。軽症の中には、救急車を利用す
る必要がなかった人もいます。

■本当に救急車が必要ですか
　症状が軽いにもかかわらず、「交通手段が
ない」「どこの病院に行けばよいかわからな
い」「救急車は無料だから」「便利だから」
などの理由で救急車を呼ぶ人がいます。また、
定期的な通院などでタクシー代わりに救急車
を利用する人がいます。いざというときの皆
さん自身の安心のため、本当に救急車が必要
か、もう一度考えてみましょう。
　ただし、傷病者を急いで病院に連れて行っ
た方がよい場合は、迷わず119番に通報し、
救急車を要請してください。

（消防本部警防課 459-7804）

●搬送された人数と軽症者の人数
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軽症者数


